








ではこれまで, 自我の未確立 (下山, 1986), 自
己効力感 (浦上, 1993；1995), 職業興味 (安達,
2003) などが背景要因として注目されてきた｡ そ
の中で上瀬 (2007) は, 社会人に対する否定的な
ステレオタイプが大学生に広く普及しており, こ
れが就職活動を妨げる一因である可能性を指摘し














Fiske, Cuddy, Glick, & Xu (2002) によれば,
社会集団に対する認知は, 能力と暖かさの 2次元










































& Miller, 1984) は発生しにくいと考えられる｡
















行う共同作業 (Sherif, Harvey, White, Hood, &
















前述のように, 上瀬 (2007) では, 社会人ステ
レオタイプが大学生の就職不活発に結びつく可能
性を示唆しているが, 論考にとどまっている｡
ところで, Lent, Brown, & Hackett (1994)








































第 1の目的は, 上瀬 (2007) の描画研究で得ら
れた社会人ステレオタイプが大学生においてどの
程度共有されているのかを明らかにすることであ



























考えられる｡ 本調査では, 社会経験量として, 各
種インターンシップ, 各種実習, アルバイト, ボ
ランティアの経験を尋ね, 社会人に対する態度と
の関連を検討した｡ また, 調査対象者を大学 1年
～3年までの男女とし, 学年および性別による態
度の違いを検討した｡















 社会人ステレオタイプ：上瀬 (2007) をも




かを尋ねた｡ 回答は ｢あてはまる｣ ｢どちら
ともいえない｣ ｢あてはまらない｣ の 3件法
で求めた｡
 社会人に対する認知：社会集団に対する認
知次元を測定した Fiske, et al. (2002) をも
とに ｢知的｣ ｢寛大｣ など 14の形容詞を作成
し, 回答者自身の社会人イメージにどの程度
一致しているか ｢5.一致している｣ から ｢1.
一致していない｣ の 5件法で尋ねた｡
 社会人に対する感情：社会集団に対する感
情を測定した Fiske, et al. (2002) を日本語




かを尋ね ｢5.一致している｣ から ｢1.一致し
ていない｣ の 5件法で回答を求めた｡
2. 就職意識
 就職効力感：浦上 (1995) の進路選択に関











つけてください｣ との形で, ｢教育実習｣ ｢販売業,
サービス業, 接客業などのアルバイト｣ ｢ボラン




400名 (男性 276名, 女性 124名; 1年生 162名,
2年生 60名, 3年生 177名, 不明 1名) である｡






のうち ｢あてはまる｣ が多かった項目は ｢スーツ
姿 (84％)｣ ｢ネクタイをしている (75％)｣ など
外見に関するものであった｡ 同時に ｢忙しい (78
％)｣, ｢疲れている (77％)｣ など嫌な仕事に疲労
しているイメージも強かった｡
これらの回答を因子分析 (主因子解) し, 固有
値の変化から 4因子を抽出しプロマックス回転を




た｡ 第 2因子は ｢七三分け｣ ｢髪が禿げている｣
｢中年｣ などに負荷量が高く, ｢外見像｣ 因子と命
名された｡ 第 3因子は ｢夢をもっている｣ ｢かっ
こいい｣ など肯定的な項目に関連が強く, 有能に
仕事をこなすイメージと考えられた｡ このため
｢キャリア像｣ 因子と命名された｡ 第 4 因子は
｢適当に仕事｣ ｢のんびり仕事｣ などに負荷量が高
く, 消極的な社会人イメージと考えられ ｢マイペー
ス像｣ 因子と命名された｡ 各因子の固有値は, 順
に 9.85, 3.90, 2.81, 1.86であった｡ また, 因子
相関行列は, 第 1因子×第 2因子が 0.48, 第 1因
子×第 3因子が 0.12, 第 1因子×第 4因子が 0.30,
第 2因子×第 3因子が 0.02, 第 2因子×第 4因子




得点 (＝0.87), 第 2因子に負荷量の高い 7項目
の合計を外見像得点 (＝0.84), 第 3因子に負荷
量の高い 7 項目の合計をキャリア像得点 (＝
0.74) とした｡ この 3尺度得点間の相関は Table 2





た｡ ｢疲労像｣ は, 性別と学年に有意な主効果が
みられ, 女性に得点が高く, 2年生に得点が高かっ








｢知的｣ ｢寛大｣ など 14の形容詞への回答につ
いて, ｢一致している｣ ｢やや一致している｣ を併
せた肯定率を算出した (Table 4)｡ その結果,
｢自立している｣ ｢責任が大きい｣ が 8割と他を引
き離して高かった｡ その他では ｢競争心がある｣
｢お金を持っている｣ が 5割, ｢誠実｣ ｢有能｣ ｢自
信を持っている｣ ｢知的｣ が 4割弱で続いていた｡
これらの回答を因子分析 (主因子解) した結果,
固有値 1.0以上の 3因子が抽出され, プロマック
ス回転を行った｡ 回転後のバターン行列は,
Table 4に示すようになった｡ 各因子に負荷量の
高い項目から, 第 1因子を ｢暖かさ｣, 第 2因子
を ｢有能さ｣, 第 3因子を ｢社会的地位｣ 名づけ
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Table 1 社会人ステレオタイプ項目の因子分析結果 (プロマックス回転後のパターン行列)
N＝389
第 1因子 第 2因子 第 3因子 第 4因子




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た｡ この 3因子構造は, Fiske, et al. (2002) と
一致している｡ 各因子の固有値は, 順に 4.56,
2.06, 1.38であった｡ また, 因子相関行列は, 第
1因子×第 2因子が 0.45, 第 1因子×第 3因子が
0.29, 第 2因子×第 3因子が 0.50であった｡
さらに, それぞれの因子に負荷量が 0.40以上
の項目の回答を単純加算する形で, ｢暖かさ｣ (＝
0.84), ｢有能さ｣ (＝0.77), ｢社会的地位｣ (＝
0.70) の尺度得点を算出した｡ これらの尺度間に







ついて, ｢一致している｣ ｢やや一致している｣ を
併せた肯定率を算出した (Table 6)｡ その結果,
最も高かったのは ｢尊敬｣ の 5割であり, それに
｢あこがれ｣ ｢賞賛｣ ｢好意｣ が続いていた｡ これ





第 1因子 第 2因子 第 3因子








































































疲 労 像 外 見 像 キ ャ リ ア 像





















































































値 1.0以上の 4因子が抽出された｡ これにプロマッ
クス回転を行った結果, パターン行列は Table 6
に示すようになった｡ 各因子に負荷量の高い項目
から, 第 1因子を ｢軽蔑｣, 第 2因子を ｢賞賛｣,
第 3因子を ｢同情｣, 第 4因子を ｢羨望｣ と名づ
けた｡ この構造は, Fiske, et al. (2002) におい
て, 能力と親しみやすさの 2軸による外集団の分
類と合致している｡
各因子の固有値は, 順に 6.71, 3.52, 1.20, 1.01
であった｡ また, 因子相関行列は, 第 1因子×第
2因子が－0.03, 第 1因子×第 3因子が 0.54, 第 1
因子×第 4 因子が 0.41, 第 2 因子×第 3 因子が





Table 6 社会人に対する感情項目の因子分析結果 (プロマックス回転後のパターン行列)
N＝387
第 1因子 第 2因子 第 3因子 第 4因子




















































































































暖 か さ 有 能 さ 社会的地位





















































































0.86), ｢軽蔑｣ (＝0.94), ｢羨望｣ (＝0.63),

























分分析を行った｡ 第 1主成分と第 2主成分のサン
プルスコアを布置した結果, Figure 1に示すよ







軽 蔑 賞 賛























































同 情 羨 望













































































％), ｢教育実習｣ (0.8％), ｢工場実習｣ (5.0％),
｢販売業, サービス業, 接客業などのアルバイト｣
(57.8％), ｢販売業, サービス業, 接客業以外の
アルバイト｣ (24.5％), ｢ボランティア｣ (20.5％)｡




続いて, 社会人ステレオタイプ, 認知, 感情の
各尺度得点と, 就職意識に関する 2尺度, および
社会経験得点の相関を求めた (Table 2)｡ その
結果, ｢疲労像｣ は, 就職効力感と低い負の相関



























分析した結果, ｢疲労像｣ ｢外見像｣ ｢キャリア像｣
｢マイペース像｣ の 4つが抽出された｡ これらは,
描画法で抽出された典型例の背後にあるイメージ








｢外見像｣ に対応し, 第 4は ｢キャリア像｣ に対





イペース像｣ は, 本調査において, 新たに抽出さ















は ｢自立している｣ が 8割, ｢誠実｣ ｢有能｣ ｢知
的｣ が 4割弱と, 肯定的な評価が高くなっていた｡

































































る｡ 本調査では, 学年の上昇により, 社会人集団
に対する否定的なステレオタイプや評価が低減す
ると予測していた｡ 分析の結果, ｢疲労像｣ は 2
年生に高く, ｢外見像｣ は 1, 2年生に高かった｡









































































( 1 ) 本調査結果の一部は, 日本社会心理学会第 45
回大会 (上瀬・下村・高橋, 2005) で報告されて
いる｡
( 2 ) 本調査の実施にあたっては, 下村英雄先生・高
橋尚也先生に多大なご協力と示唆をいただきまし
た｡ ここに深く感謝いたします｡
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